
令和２年度 大津市立和邇小学校学校評価書    【評価】 ３:よくできた  ２:できた  １:あまりできなかった  ０:まったくできなかった 

項目 
自己評価 学校関係者評価 

今後の学校改善に向けて 
小項目評定 中項目評定 現況 中項目評定 意見・提言等 

深
い
学
び 

主
体
的
・
対
話
的
で 

1 
支持的風土を育てる学級・学年集団づくりを進

めた。 
２ 

２ 

・コロナ禍のため、当初は一斉授業中心の指導であ

ったが、少しずつ感染症対策を取りながら、協働す

る体験や伝え合う活動を取り入れた授業を行うこと

ができるようになった。 

・いろいろな体験が不足している現状、学校や地域

でできる活動を模索した。 

・学級間での交流や異学年活動も制限されたので、

縦のつながりの育成があまりできなかった。 

・支持的風土のある集団になるように、互いを認め

合える学級作りを意識し、取り組んできた。 

２ 

・「読み解く力」をい
っそう高め、その力を
発揮できる授業作りに
取り組んでほしい。 
・まずは子どもたちに
基礎基本的な学力をつ
けることが大切である。 

・コロナ禍のおかげで
こんなことができたな
どプラスに受けられる
風土づくりができたら
よいと思う。 

・新しい生活様式の中で、どのよう
活動ができるかは分からないが、子
ども達の達成感や意欲が損なわない
ような活動を考えて取り組んでいき
たい。こんな時期だからこそ、思い
やりの気持ちを忘れず友だちと関わ
る意識を持たせたい。 
・組織的な積み上げができていない

ため、系統立てていくことと礎とな

るところを分けながら授業力アップ

を学校全体で行っていく。 

2 
協同する体験・伝え合う喜び・コミュニケーション

能力の育成を図る授業の工夫改善に努めた。 
２ 

3 
主体的・対話的で深い学びを追求する授業研

究や研修に取り組んだ。 
２ 

道
徳
教
育
の
充
実 

4 
生命を尊重する心やいじめを許さない態度など

の道徳的実践力を育てる指導を工夫した。 
３ 

２ 

・自己有用感を持てる取り組みを行ったことで、ア

ンケート結果が大幅に伸びた。 
・学年の初めに全校共通で「いじめ」とはどういう

ことか、絶対に許されない行為であるということを

指導して考えさせる機会が何度もあったのが良かっ

た。 

・毎月人権の日を設定し、教師が様々な方法で子ど

もたちに人権啓発する取り組みを計画的に進めるこ

とができている。 

・コロナ感染症予防対策のため、授業参観を実施す

ることができなかった。 

 

２ 

・授業公開ができない
場合の通信での情報発
信はよい考えである。 
・教科書頼りでは全く
だめだと思う。 
・道徳通信の発行は有
効であると思う。教師
の願いや家庭での協力
など積極的に発信でき
るとよい。 
・自己肯定感を高める
取り組みは効果的であ
るように思う。 
 

・保護者に向けての授業公開が困難

な場合は、どのような道徳の授業を行
ったこという内容を各学年で紹介す
る通信を発行してもよいのではない

かと考える。また、HPを使って発信し
ていくこともよいのではないか。 
・道徳の授業を Zoom で公開できると

よい。 
・道徳科の教材については、各学年で
挿絵や指導案等をためていけるとよ

い。 

5 
道徳科の授業・評価に関する研究や資料の開

発・整備・交流に取り組んだ。 
２ 

6 
積極的に保護者等への道徳科の授業公開を行

った。 
 

体
力
づ
く
り 

7 
たくましい心と体を育てる魅力ある授業の工夫

改善に努めた。 
２ 

２ 

・活動制限がある中でできる範囲の学習活動を工夫し

て取り組むことができた。個人の伸びに目を向けて体

育科の学習に取り入れたり、ソーシャルディスタンス

を保ったりする工夫を考えた。 

・今年度は、コロナ対策の中で様々な試行錯誤で授業

改善に努めた。体育科学習発表会で極めた「走」は児

童のフォームがよくなったと感じる。ジャンピングボ

ードを設置することで体力づくり、環境づくりができ

た。また、わにっ子スーパートライの実施で児童が運

動に親しむ機会が提供できたと考える。 

２ 

・地域の自然環境を生

かした活動があるとよ

い。スキー教室やカヌ

ー教室など。 

・チャレンジランキン

グ、ジャンピングボー

ドなど、子どもが意欲

的に運動に取り組め環

境作りを今後も期待す

る。 

・校内で行っているチャレンジラン
キングを盛り上げていくために、全
校的なイベントを開催していく。 

・がんばった児童については、放送

や映像で紹介して表彰していく。 

・ジャンプボードに続く、運動に親

しむことのできる用具を作成するこ

とで環境を充実させていく。 
・日常の運動に目を向け、毎日の体
力作りを意識する。 

8 運動に親しむ環境づくりや体力づくりに努めた。 ２ 

9 
体を動かす気持ちよさを体験させ、進んで体を

動かそうとする意欲を育てた。 
２ 

指
導
改
善 

10 
学力向上を目指した指導体制・指導方法の

工夫改善に努めた。 
２ 

２ 

・休校期間があったり、行事がなくなったりしたこ

とで、例年よりも教材研究にじっくり取り組むこと

ができた。会議が減ったため、学級事務に取り組め

る時間が増えた。 

・教職員同士で指導方法・単元構成などの情報交換

や適材適所で分業ができ、退勤時刻が早くなった。 

・相手の時間をしっかり思いやり、会議等の時間厳

守などたくさんの取り組みがあり、意識が大きく変

わったように思う。 

・スクールサポートスタッフにお願いすることで、

印刷の負担が減り、仕事の効率があがった。 

２ 

・この時期、それぞれ

の教育活動を見つめ直
す機会にしてほしい。 
・学校行事をただ減ら

すだけでなく、バラン
スよく設定することが
重要である。 

・学学テストの客観的
な目標値を定め、｢学ぶ
力の一層の向上に取り

組んでほしい。 

・今年度は学校行事が減ったため、そ

の分学習に集中できる時間の余裕が

できた。来年度以降も学校行事・会議

などの前年度の内容を踏襲するので

はなく、その都度本当に必要かどうか

を考えて精選していく。 

・ベテランや教科指導に長けた教員

が講師となって希望者に OJT 研修を

気軽に開けるようなシステムを作る

ことで、教師間の交流が活発化させ

る。 

 

11 
教職員の指導力及び組織的な教育力の向上

に努めた。 
２ 

12 
働き方改革の取り組みと教育活動の質の改

善に取り組んだ。 
２ 



項目 
  

 
     

育
ち
と
学
び
を
支
え
る
連
携 

家
庭
・
地
域
と
の
連
携 

13 
保護者に対して、子育てに対する支援や研修

会を行った。 
１ 

２ 

・２学期から、地域の方に積極的に協力を依頼し生

活科や総合的な学習の時間の学習を進めていくこと

ができ、子どもたちの学びを深めることができた。 

・今年度から修学旅行の行き先を淡路に変更し、防

災教育をおこなっている。今年度は、防災教育の年間

指導計画が完成できるように取り組みを進めている。 

・ニューズレターを通して、生徒指導や教育相談に

関わる情報を発信できた。 

・参観はできなかったが、ホームページや通信など

で少しは発信することができた。 

２ 

・コロナを教材にした

授業や学校だよりでの

呼びかけが有効であっ

た。 

・とても見やすいホー

ムページで丁寧に発信

されていると思う。 

・地域との協力体制は

うまく連携がとれてい

る。 

・分散参観やズームを使って、コロ

ナ禍でも行える、保護者や地域との

交流の方法を取りいれていく。 

・来年度は、完成した防災教育の年

間指導計画を使って学習を進めてい

く。 

・コロナ禍でホームページの閲覧数

が大幅に伸びているため、積極的に

学校の情報をホームページで発信し

ていく。 
 

14 
保護者・地域との交流や情報発信、参観、懇談

会、研修会の実施、地域人材の活用に努めた。 
２ 

15 
防災教育の推進と安心・安全な学校づくりを進

めた。 
２ 

保
幼
小
中
の
連
携 

16 
子どもの校種間交流や教員の出前授業等、積

極的な連携に努めた。 
１ 

１ 

・例年の秋まつりができなかったが、おもちゃを保

育園、幼稚園に届け遊んでもらうことができた。 

・幼稚園の作品展に教員や児童が参観することがで

きた。 

・幼稚園実習、小学校実習を通して、それぞれの教

員が校種間の交流を行うことができた。 

・１日入学を実施することができなかったが、小学

校教師が出向き、小学校生活の話や、授業体験を行

うことができた。 
・コロナの影響で、１年生と５歳児のつながりをも
つことができなかった。 

１ 

・スタートアップカリ

キュラムとアプローチ

カリキュラムの公開可

能な内容は、HPなどで

紹介してほしい。 

・コロナ禍でも工夫して

研修はするべきである。 

・ビデオレターなどで

工夫して交流できたの

でよかった。 

・新一年生の事前の引き継ぎをしっ
かりと行い、受け入れ体制を築いて
いきたい。 
・対面での校種間交流が厳しければ

、テレビや資料を使っての交流を取

り入れる。 

・出前授業などを、積極的に活用し

ていく。また、作品展の交流なら可

能と考える。 
 

17 
校種間の授業公開や合同研修会や教育内容

等の交流に努めた。 
１ 

18 
保幼小の接続期の教育課程の編成等、校種

間のカリキュラム研究に取り組んだ。 
１ 

組
織
体
制
の
充
実 

生
徒
指
導
体
制
の
充
実 

19 
いじめや暴力行為、不登校等生徒指導上の諸課

題の早期発見、日常的な予防指導に努めた。 
３ 

３ 

・未然防止、早期発見・対応を意識できた。学年、生
徒指導、管理職と情報を共有し、組織的に対応するこ

とを今後も続けたい。いじめや問題行動に対しては、
芯をしっかり通して指導を続けることができた。 

・毎月のふりかえりアンケートで児童の状況を把握

し、すぐに対応できるように努めた。また、話を聞く
ときには、複数で対応し、学年間でもすぐに共有する
ことができた。 

・ し、全職員で振
り返りを行うことで来学期のいじめ対策の参考にでき
た。 

３ 

・児童アンケートの設
問が高ポイントになっ
ている点など、教師間
の連携がとれ、組織的
に対応できている成果
である。 
・SNSなどによるいじめ
問題が増加する傾向に
あり、児童の実態をし
っかりと把握する必要
がある。 

・今後もいじめ対策の研修を定期的

に行い、教師間の意識を高めていく。 

・インターネット、ゲーム、SNSをと
おしたトラブルが増えてきているた
め、アンケート結果を分析し、適切
な対策を取っていく必要がある。 
・いじめを未然に防止できる活動を

児童発信で行っていくことで、いじ

めは許されないものであるという態

度を育てる。 

20 
生徒指導・教育相談体制を確立し、組織的に

推進した。 
３ 

21 
家庭・地域・関係機関との連携による指導

に努めた。 
２ 

特
別
支
援
教
育
の
充
実 

22 
個別の教育支援計画及び個別の指導計画の

作成と活用に努めた。 
２ 

２ 

・個別支援計画を作成して、支援の必要な児童に対

しては、保護者や関係機関と連携をとりながら、指

導を進めることができた。 

・個別の教育支援計画の一覧を作成し、どの学級に

どんな支援が必要な児童がいて、どこまで対応でき

ているかが分かるようにした。そのことで、優先順

位を考え就学相談についての取り組みや個別指導な

ど適切な対応が取れるようになった。 
・スクールカウンセラーや外部機関と協力し、支援

を進めることができた。 

２ 

・組織的な特別支援体
制が今後不可欠である。 

・保護者に対して、特
別支援教育理解のため
の情報発信を進めてい

く必要がある。 
・保護者に寄り添い、
保護者の思いや願いを

共有できる必要がある
。 

・特別支援委員会をひらき、定期的

に個別の指導計画児童の状況を把握

し、支援方法を考える必要があると

思う。 

・個別の支援計画を計画的に作成し

日々見直す中で、児童の個別支援に

活用できるようにする。そのために

も、児童の実態をよく観察し、必要

な支援策について、ポイントを絞っ

て記入するよう努める。 

23 
組織的・計画的な特別支援教育体制を確立し

た。 
２ 

24 関係機関と連携した相談体制の充実に努めた。 ２ 

学校 

満足度 
25 

児童は学校に満足している。（アンケート

結果より） 
３  

 


